
  

福福
音音
のの
園園
だだ
よよ
りり  

  
  
  
  

【【
第第
十十
号号  

二二
〇〇
〇〇
五五
年年
十十
月月
十十
日日
発発
行行

】】  

  

３３
５５
００
‐‐
００
００
１１
６６  
埼埼
玉玉
県県
川川
越越
市市
木木
野野
目目
一一
八八
七七
八八
番番
地地
一一  

  
  
  
  

特特
定定
非非
営営
利利
活活
動動
法法
人人  

福福
音音
のの
園園
・・
埼埼
玉玉  

事事
務務
局局  

  
  
  
  
  
  
  
  
  

☎☎  
００
４４
９９
‐‐
２２
３３
００
‐‐
１１
１１
１１
１１  

  
  
  
  
  
  
  
  

ＦＦ
ａａ
ｘｘ  

００
４４
９９
‐‐
２２
３３
００
‐‐
１１
１１
１１
２２  

自自
らら
をを
客客
観観
視視
でで
きき
るる
人人
、、
でで
きき
なな
いい
人人  

ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム  

福福
音音
のの
園園
・・
川川
越越  

ホホ
ーー
ムム
長長  
杉杉
澤澤  

卓卓
巳巳  

  

先先
日日
、、
見見
学学
来来
園園
下下
ささ
っっ
たた
方方
のの
事事
情情
はは
深深
刻刻
でで
ああ
っっ
たた
。。

認認
知知
症症
のの
母母
をを
父父
がが
二二
四四
時時
間間
介介
護護
しし
てて
いい
るる
。。
とと
ここ
ろろ
がが
、、

時時
折折
父父
がが
思思
いい
余余
っっ
てて
母母
にに
暴暴
力力
をを
振振
るる
っっ
てて
いい
るる
とと
言言
うう
。。  

  

去去
るる
二二
月月
十十
二二
日日
、、
石石
川川
県県
下下
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
にに
おお
いい

てて
利利
用用
者者
がが
死死
去去
ささ
れれ
るる
とと
いい
うう
痛痛
まま
しし
いい
事事
件件
がが
発発
生生
しし

まま
しし
たた
。。
事事
件件
後後
、、
介介
護護
現現
場場
のの
様様
子子
をを
泊泊
りり
込込
んん
でで
取取
材材
しし

たた
記記
事事
をを
掲掲
載載
しし
たた
新新
聞聞
をを
切切
りり
抜抜
いい
てて
、、
面面
会会
時時
「「
もも
うう
ごご

覧覧
にに
なな
りり
まま
しし
たた
かか
」」
とと
利利
用用
者者
ごご
家家
族族
がが
持持
参参
下下
ささ
いい
まま
しし

たた
。。
私私
にに
はは
「「
福福
音音
のの
園園
でで
はは
大大
丈丈
夫夫
でで
すす
よよ
ネネ
！！
」」
とと
念念
をを

押押
ささ
れれ
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
思思
いい
まま
しし
たた
。。
翌翌
三三
月月
、、
埼埼
玉玉
県県
主主
催催

にに
よよ
るる
緊緊
急急
研研
修修
会会
がが
召召
集集
ささ
れれ
、、
事事
件件
のの
検検
証証
とと
再再
発発
防防
止止

にに
向向
けけ
たた
職職
員員
研研
修修
のの
ああ
りり
方方
にに
つつ
いい
てて
学学
びび
まま
しし
たた
。。  

  

私私
はは
一一
年年
間間
、、
「「
認認
知知
症症
対対
応応
型型
共共
同同
生生
活活
介介
護護
施施
設設
」」
にに

おお
けけ
るる
スス
タタ
ッッ
フフ
像像
をを
模模
索索
しし
てて
まま
いい
りり
まま
しし
たた
。。
認認
知知
症症
利利

用用
者者
にに
適適
切切
にに
対対
応応
でで
きき
るる
介介
護護
従従
事事
者者
にに
よよ
っっ
てて
のの
みみ
成成

りり
立立
つつ
ググ
ルル
ーー
ププ
ホホ
ーー
ムム
運運
営営
とと
はは
何何
かか
。。
一一
年年
間間
のの
現現
場場
実実

務務
経経
験験
をを
通通
しし
てて
見見
ええ
てて
きき
たた
一一
点点
をを
記記
しし
まま
すす
。。  

認認
知知
症症
利利
用用
者者
にに
対対
応応
でで
きき
るる
望望
まま
しし
いい
介介
護護
従従
事事
者者
とと

はは
、、｢｢

自自
分分
自自
身身
をを
客客
観観
視視
でで
きき
るる
人人｣｣

だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
前前
述述

のの
特特
集集
記記
事事
のの
中中
にに
、、
勤勤
務務
中中
繰繰
りり
返返
ささ
れれ
るる
「「
特特
異異
行行
動動｣｣

でで
頭頭
にに
きき
てて
しし
まま
っっ
たた
時時
、、
振振
りり
上上
げげ
たた
いい
ここ
ぶぶ
しし
をを
二二
つつ
折折

りり
しし
たた
座座
布布
団団
をを
たた
たた
いい
てて
解解
消消
しし
てて
いい
るる
とと
いい
うう
現現
場場
スス

タタ
ッッ
フフ
のの
声声
がが
紹紹
介介
ささ
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
当当
ホホ
ーー
ムム
でで
もも
夜夜
間間

繰繰
りり
返返
ささ
れれ
るる
奇奇
声声
にに
イイ
ララ
イイ
ララ
しし
、、
利利
用用
者者
にに
対対
しし
てて
段段
々々

無無
口口
にに
なな
っっ
てて
いい
くく
自自
分分
のの
姿姿
がが
分分
かか
るる
とと
打打
ちち
明明
けけ
てて
くく

れれ
たた
スス
タタ
ッッ
フフ
がが
いい
まま
しし
たた
。。
刻刻
一一
刻刻
とと
変変
化化
しし
てて
いい
くく
姿姿
をを

客客
観観
視視
でで
きき
るる
のの
はは
、、
もも
うう
一一
人人
のの
自自
分分
がが
脇脇
にに
いい
てて
、、
「「
おお

前前
大大
丈丈
夫夫
かか
！！
」」
とと
冷冷
静静
にに
観観
察察
でで
きき
てて
いい
るる
のの
でで
すす
。。  

  

反反
対対
にに
、、
心心
配配
なな
介介
護護
従従
事事
者者
とと
はは
「「
自自
分分
自自
身身
をを
客客
観観
視視

でで
きき
なな
いい
人人
」」
でで
すす
。。｢｢

私私
はは
手手
をを
振振
りり
上上
げげ
たた
りり
はは
しし
まま
せせ

んん｣｣｢｢

そそ
んん
なな
風風
にに
見見
らら
れれ
てて
いい
るる
なな
んん
てて
心心
外外
でで
すす
」」
とと
言言
うう

人人
ほほ
どど
かか
ええ
っっ
てて
心心
配配
でで
すす
。。
重重
度度
認認
知知
症症
のの
たた
めめ
にに
長長
年年
連連

れれ
添添
っっ
たた
夫夫
やや
妻妻
でで
ささ
ええ
、、
血血
のの
つつ
なな
がが
っっ
たた
親親
子子
でで
ささ
ええ
、、

声声
をを
荒荒
げげ
たた
りり
、、
手手
をを
出出
しし
たた
りり
しし
てて
しし
まま
うう
深深
刻刻
ささ
をを
思思
うう

にに
つつ
れれ
、、
他他
人人
のの
自自
分分
がが
家家
族族
のの
愛愛
よよ
りり
もも
ささ
らら
にに
大大
きき
なな
愛愛

でで
冷冷
静静
沈沈
着着
にに
対対
応応
でで
きき
るる
とと
いい
うう
保保
障障
はは
何何
処処
にに
もも
なな
いい
。。

｢｢
私私
はは
大大
丈丈
夫夫
でで
すす｣｣

とと
いい
うう
介介
護護
従従
事事
者者
ほほ
どど
傲傲
慢慢
だだ
とと
言言

ええ
なな
いい
だだ
ろろ
うう
かか
。。
事事
件件
をを
起起
ここ
しし
たた
職職
員員
はは
真真
面面
目目
でで
よよ
くく

働働
くく
人人
だだ
っっ
たた
とと
言言
うう
。。
そそ
れれ
なな
のの
にに
、、
深深
夜夜
対対
応応
中中
「「
特特
異異

行行
動動
」」
にに
変変
化化
しし
てて
いい
くく
自自
らら
のの
姿姿
をを
客客
観観
視視
でで
きき
ずず
、、
つつ
いい

にに
自自
分分
自自
身身
をを
見見
失失
っっ
たた
果果
てて
にに
発発
生生
しし
たた
事事
件件
でで
しし
たた
。。  

  

自自
らら
をを
客客
観観
視視
でで
きき
るる
人人
かか
そそ
うう
でで
なな
いい
人人
かか
はは
、、
キキ
リリ
スス

トト
教教
精精
神神
のの
ホホ
ーー
ムム
運運
営営
にに
おお
けけ
るる
、、
介介
護護
従従
事事
者者
がが
キキ
リリ
スス

トト
信信
者者
でで
ああ
るる
かか
そそ
うう
でで
なな
いい
かか
とと
はは
、、
単単
純純
にに
はは
図図
式式
化化
でで

きき
なな
いい
異異
なな
るる
視視
点点
のの
よよ
うう
なな
感感
触触
がが
しし
まま
すす
。。
いい
まま
だだ
相相
応応

しし
いい
言言
葉葉
がが
見見
つつ
かか
らら
ずず
表表
現現
でで
きき
なな
いい
もも
どど
かか
しし
ささ
がが
ああ

りり
まま
すす
。。
ここ
のの
点点
にに
関関
しし
てて
はは
ささ
らら
にに
現現
場場
実実
務務
経経
験験
をを
積積
みみ

なな
がが
らら
思思
索索
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
次次
のの

一一
年年
にに
向向
けけ
、、
ささ
らら
にに
掘掘
りり
下下
げげ
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

一一
年年
間間
をを
振振
りり
返返
っっ
たた
、、
ここ
のの
文文
章章
にに
対対
すす
るる
皆皆
様様
のの
ごご
感感

想想
やや
ごご
意意
見見
、、
ごご
批批
判判
をを
おお
待待
ちち
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

ごご
家家
族族
のの
声声  

透透
きき
通通
っっ
てて
くく
るる
妻妻
をを
感感
じじ
てて  

  

自自
宅宅
でで
のの
老老
々々
介介
護護
のの
中中
でで
、、
私私
がが
風風
邪邪
でで
寝寝
込込
んん
でで
いい
てて

もも
妻妻
にに
はは
そそ
れれ
がが
理理
解解
でで
きき
ずず
「「
おお
父父
ささ
んん
散散
歩歩
にに
行行
きき
まま
しし

ょょ
うう
」」
とと
せせ
がが
まま
れれ
てて
、、
ふふ
らら
ふふ
らら
しし
なな
がが
らら
散散
歩歩
しし
たた
事事
なな

どど
大大
変変
なな
ここ
とと
がが
色色
々々
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
三三
年年
以以
上上
のの
介介
護護
のの
末末
、、

私私
もも
妻妻
もも
共共
倒倒
れれ
にに
なな
るる
ギギ
リリ
ギギ
リリ
のの
限限
界界
でで
福福
音音
のの
園園
ささ

んん
とと
のの
出出
会会
いい
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
最最
近近
にに
なな
っっ
てて
ホホ
ーー
ムム
のの

方方
々々
のの
優優
しし
いい
介介
護護
のの
おお
陰陰
でで
妻妻
のの
顔顔
がが
輝輝
いい
てて
来来
てて
いい
まま

すす
。。
そそ
しし
てて
段段
々々
とと
透透
きき
通通
っっ
てて
来来
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
感感
じじ
まま
すす
。。 

 
  
  
  

妻妻
がが
私私
にに
一一
生生
懸懸
命命
何何
かか
をを
語語
りり
かか
けけ
まま
すす
。。
そそ
のの
言言
葉葉
はは
殆殆

んん
どど
意意
味味
がが
わわ
かか
らら
なな
いい
事事
がが
多多
いい
。。
でで
もも
ここ
ちち
らら
もも
一一
生生
懸懸

命命
聞聞
いい
てて
ああ
げげ
るる
、、
「「
そそ
うう
だだ
ねね
」」
とと
答答
ええ
てて
ああ
げげ
るる
。。
そそ
れれ

がが
彼彼
女女
のの
心心
にに
喜喜
びび
とと
安安
心心
感感
をを
与与
ええ
るる
事事
にに
なな
りり
まま
すす
。。  

まま
たた
ふふ
っっ
とと
思思
うう
ここ
とと
はは
彼彼
女女
のの
語語
っっ
てて
いい
るる
相相
手手
はは
、、
若若

しし
かか
すす
るる
とと
私私
でで
はは
なな
くく
、、
もも
っっ
とと
大大
きき
なな
自自
然然
、、
例例
ええ
ばば
鳥鳥

のの
声声
、、
美美
しし
いい
花花
、、
木木
々々
をを
わわ
たた
るる
風風
、、
夕夕
日日
のの
光光
等等
をを
相相
手手

にに
語語
りり
かか
けけ
てて
いい
るる
のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと
感感
じじ
るる
ここ
とと
でで
すす
。。
そそ

れれ
はは
彼彼
女女
がが
そそ
のの
長長
いい
人人
生生
のの
しし
がが
らら
みみ
かか
らら
解解
放放
ささ
れれ
てて
、、

人人
間間
がが
本本
来来
持持
たた
なな
くく
てて
はは
なな
らら
なな
いい
豊豊
かか
なな
感感
性性
がが
彼彼
女女

のの
中中
にに
よよ
みみ
がが
ええ
っっ
てて
来来
てて
自自
然然
にに
溶溶
けけ
込込
みみ
、、
本本
来来
のの
人人
間間

らら
しし
いい
生生
きき
るる
とと
はは
ここ
うう
いい
うう
事事
かか
なな
とと
思思
ええ
てて
来来
るる
のの
でで

すす
。。
ここ
のの
良良
きき
環環
境境
をを
備備
ええ
てて
下下
ささ
るる
ホホ
ーー
ムム
長長
ごご
夫夫
妻妻
、、
スス

タタ
ッッ
フフ
のの
方方
々々
にに
心心
かか
らら
のの
感感
謝謝
でで
すす
。。  

  
  

（（
ＭＭ
・・
ＯＯ
））  

：：
：：
：：
：：  

開開
園園
１１
周周
年年
記記
念念
感感
謝謝
会会  

：：
：：
：：
：：  

  
  
  

十十
月月
二二
二二
日日
（（
土土
））
、、
十十
時時
半半
～～
十十
一一
時時
四四
十十
分分  

  

ミミ
ニニ
ココ
ンン
ササ
ーー
トト
「「
トト
ーー
ンン
チチ
ャャ
イイ
ムム
・・
魅魅
惑惑
のの
調調
べべ
」」  

  
  
  

ゲゲ
スス
トト
「「
ベベ
ルル
・・
フフ
ァァ
ンン
ムム
」」
のの
皆皆
様様
（（
７７
名名
））  

  

ミミ
ニニ
講講
演演
「「
川川
越越
市市
にに
おお
けけ
るる
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
」」((

仮仮
題題))  

  
  
  
  

ゲゲ
スス
トト  

川川
越越
市市
介介
護護
保保
険険
課課
長長
・・
荻荻
原原
秀秀
介介
様様 


